










　PCB 混入油中毒事件発生以来 10 年を経過し，児童生徒における身体的影響

は現在殆どみられなくなっている。しかし，大量の被害者をだした玉の浦地区

においては，身体的問題のみならず社会的問題，精神的苦痛は，計り知れない

ものがある。今回は，同地区の児童生徒の精神衛生上の問題について，欲求不

満テスト，性格テストを用いて検討を行った。


